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な
が
お
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き
ょ
う
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き

ょ
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京
都
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岡
京
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右

京

六
条
二
坊
六
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
長
岡
京
市
開
田
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
右
京
第
五
六
工
次
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
泰
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
区
は
、
長
岡
京
跡
右
京
六
条
二
坊
六
町
西
南
部
、
及
び
そ
の
西
南
の
西

二
坊
坊
間
小
路
と
六
条
条
間
南
小
路
の
交
差
点
に
あ
た
る
。
地
表
下
約

一
・
三

ｍ
で
長
岡
京
期
の
遺
構
面
に
至

り
、
両
小
路
と
も
に
道
路
幅
は

濤
心
々
で
約
九
ｍ

（三
丈
）
で
、

長
岡
京
の

一
般
的
な
小
路
の
規

模
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
う
ち
南
北
道
路
で
あ
る

西
二
坊
坊
間
小
路
の
両
側
溝
は

交
差
点
上
を
横
切
っ
て
い
る
が
、

東
西
道
路
の
六
条
条
間
南
小
路

は
西
二
坊
坊
間
小
路
上
の
両
側
溝
で
途
切
れ
て
お
り
、
西
二
坊
坊
間
小
路
が
優

先
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
回
の
調
査
地
で
は
南
が
か
な
り
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
側
へ
の
排
水
が
重
要
視
さ
れ
た
た
め
に
南
北
道
路
が

優
先
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
六
条
条
間
南
小
路
は
、
北
側
溝
で
は

北
側
に
、
南
側
溝
で
は
南
側
に
、
と
も
に
宅
地
側
だ
け
に
側
板
と
杭
に
よ
る
護

岸
が
な
さ
れ
て
い
た
。
西
二
坊
坊
間
小
路
に
は
明
確
な
護
岸
施
設
は
見
ら
れ
な

い
が
、
東
側
溝
の
六
条
条
間
南
小
路
中
心
付
近
に
橋
状
の
施
設
が
残
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
側
板
を
上
下
三
段
に
重
ね
て
杭
で
留
め
て
お
り
、
幅
を
狭
め
て
作

り
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
初
に
作
ら
れ
た
も
の
は
東
側
の
み
が
残
り
、
長

短
合
わ
せ
て
人
枚
の
板
を
使
用
し
、
四
―
五
本
の
杭
で
留
め
た
も
の
で
、
全
体

の
長
さ
は
二

・
八
ｍ
、
高
さ
は
○

・
三
ｍ
を
測
る
。
当
初
の
溝
幅
は
約

一
。
五

ｍ
程
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
作
り
替
え
ら
れ
た
も
の
は

一
回
り
小
さ
く
、

東
西
と
も
に
四
枚
の
板
を
そ
れ
ぞ
れ
三
本
の
杭
で
留
め
る
。
長
さ
二

・
二
ｍ
、

高
さ
○

・
三
ｍ
、
溝
幅
は

一
。
二
ｍ
で
あ
る
。
東
西
合
わ
せ
て
入
枚
の
側
板
の

う
ち
二
枚
と
四
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
接
合
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
柱
状
の
木
材
を

折
ぎ
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
は
西
二
坊
坊
間
小
路
の
路
面
上
で
、

轍

・
足
跡
な
ど
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
は
西
二
坊
坊
間
小
路
と
六
条
条
問
南
小
路
の
側
溝
を
中
心
に
大
量
に
出

土
し
て
お
り
、
特
に
西
二
坊
坊
間
小
路
の
東
側
溝
の
橋
状
遺
構
周
辺
に
多
く
認

め
ら
れ
る
。
最
も
多
い
の
が
土
師
器

。
須
恵
器
の
食
器
類
で
、
他
に
は
黒
色
土

器

・
緑
釉
陶
器

・
灰
釉
陶
器

・
墨
書
土
器

・
土
錘

。
羽
釜

・
竃

・
ミ
ニ
チ
ェ
ア

(京Zll西南部)



竃

。
上
馬

・
墨
書
人
面
上
器

。
瓦

・
輔
羽
日

・
炉
壁

。
万
年
通
宝

・
神
功
開

宝

。
木
簡

。
人
形

・
斎
串

。
曲
物

・
櫛

・
建
築
部
材

・
加
工
木

。
砥
石
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
墨
書
土
器
で
判
読
で
き
た
も
の
と
し
て
は
、
「浄
」
「福
」

「長
」
「井
」
コ

」
「十
」
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は
橋
状
遺
構
の
周
辺
で
二
点

出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

□
入
趣
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
じ

溢
～

寓
Ｐ

②

　

□
□
□
　
　
古
文
孝
経
二
□
　
　
　

　
　

（醤
Ｉ
Ｐ受
〓

⇔曽

い
は
、
上
下
左
右
を
欠
失
す
る
小
片
で
、
「入
趣
」
の
二
文
字
が
判
読
で
き

る
。
さ
ら
に
上
下
に

一
字
ず
つ
確
認
で
き
る
が
判
読
不
能
で
あ
る
。

②
は
上
下
端
を
欠
く
も
の
の
、
比
較
的
良
好
に
残
っ
て
い
る
。
上
半
部
に
判

読
で
き
な
い
三
文
字
が
あ
り
、
少
し
間
隔
を
空
け
て

「古
文
孝
経
二
」
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

『孝
経
』
は
孔
子
が
弟
子
に
述
べ
た
孝
道
を
そ
の
問
人
が
記
録
し
た
も
の
と

い
わ
れ
、
「今
文
孝
経
」
と

「古
文
孝
経
」
の
二
種
が
伝
わ
り
、
今
回
出
土
し

た
木
簡
に
は

「古
文
孝
経
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
養
老
学
令
で
は

『孝

経
』
は

『論
語
』
と
と
も
に
学
生
の
必
修
と
さ
れ
て
お
り
、
天
平
宝
字
元
年

（七
五
七
）
に
は
、
家
ご
と
に

『孝
経
』

一
本
を
蔵
め
、
精
勤
誦
習
す
る
べ
き

旨
の
詔
が
発
せ
ら
れ
て
い
る

（『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
四
月
辛
巳
条
）。
従
っ

尋

・
①

一
　

　

　

　

　

〓

て
当
調
査
地
の
周
辺
に

「古
文
孝
経
」
を
使
用
な
い
し
録
管
す
る
施
設
が
存
在

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

当
調
査
地

一
帯
は
、
以
前
か
ら
中
山
修

一
氏
に
よ
っ
て
長
岡
京
の
西
市
に
推

定
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
周
辺
の
各
調
査
地
に
お
い
て
、

「金
銀
帳
」
、
ズ
表
）
自
司
進
□
／

（裏
）
三
年
十
二
」
と
書
か
れ
た
木
簡
や

「西
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第

五
・
一
五
号
）。
こ
の
こ
と
か
ら
今
回
の

「古
文
孝
経
」
木
簡
に
つ
い
て
は
、
市

と
の
関
連
も
考
慮
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
木
簡

・
墨
書
土
器
の
釈
読
に
関
し
て
は
、
向
日
市
教
育
委
員
会
の
清
水

み
き
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

（木
村
泰
彦
）
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